
◎今後予定のイベント
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　読みたい本がありましたらリクエストもできますのでご

利用ください。

～ 今月のおすすめ図書 ～

「ゴールデンスランバー」　
　　　　　　　　　伊坂　幸太郎　著　（株）新潮社

　仙台で、旧友の森田森吾に呼び

出された青柳雅晴。それと同じ時

間、仙台で金田首相の暗殺が行わ

れた。犯人は青柳雅晴…？首相暗

殺という濡れ衣を着せられた男。

誰一人信じられない状況下の中を

青柳雅晴の逃亡劇が始まる！

　2008年本屋大賞受賞作、全国書

店店員がいちばん売りたい本だそ

うです。
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・東西版画交流会
　　８月１日（日）～８日（日）

　　会　場　ギャラリー１階

　　主　催　東秩父版画を楽しむ会

・東秩父村あじさい花の道
　撮影会作品展
　　８月１７日（火）～３１日（火） 

　　会　場　ギャラリー１階

　　主　催　東秩父写友会
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